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第一章　はじめに
　菅原道真が舞妓の踊る姿を描写している作は五首ある。その題名、制作時期、制作場所は以下の通り。
詩題 制作の時と所
027「早春侍內宴、同賦無物不逢春、應製」１ 貞観十年（八六八）、都
099「九日侍宴。各分一字、應製」 元慶六年（八八二）、都
48「早春內宴、侍仁壽殿、同賦春娃無氣力、應製一首」 仁和一年（八八五）、都
83「早春內宴、聽宮妓奏柳花怨曲、應製」 仁和二年（八八六）、都
284「正月十六日、憶宮妓踏歌」 仁和五年（八八九）、讃岐
菅原道真における「舞妓」
―白居易詩の「舞」表現の受容を中心に―
Expressions of Maiko in SUGAWARA Michizane
－Focusing on the acceptance of the expression of traditional
Chinese dances in the poems of BAI Juyi－
潘　　　怡　良
PAN,Yiliang 
１　菅原道真の本文及び詩題に付す作品番号は川口久雄『菅家文草・菅家後集』（岩波書店、966年）に依る。訓読
は川口氏に拠りつつ、筆者の意により適宜改める。書き下し文の仮名は現代仮名遣いを用いた。
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　前の四首は宮中の宴会の席で詠んだものであり、最後の一首は讃岐での作だが、やはり宮中での宴
会を思っての作である。あらかじめ述べておけば、道真詩における「舞妓」は、道真の都での宮廷生
活と強い繋がりがある。本稿では、道真詩における「舞妓」の表現について、どのように白居易詩を
はじめとする、中国の詩人たちの「舞」表現を受容しているのかを考察し、併せて道真にとって、「舞」
の表現がどのような意味を持っていたのかについて論じたい。
第二章　「早春内宴、侍仁壽殿、同賦春娃無氣力、應製一首」における舞の表現
　元慶九年（八八五）、道真は都で内宴に侍った時、48「早春内宴、侍仁壽殿、同賦春娃無氣力、應
製一首」を詠じている。
　紈質何爲不勝衣　　 紈
しらぎぬ
なす質
かたち
の　何
なん
爲
す
れぞ衣
ころも
に勝
た
えざる
　謾言春色滿腰圍　　謾
いつわ
りて言えらく　春の色の腰
こし
の圍
めぐ
りに滿てりと
　殘粧自嬾開珠匣　　殘
ざんしょう
粧　 自
おのずか
ら嬾
ものう
し　珠
しゅこう
匣を開くすら　
　寸步還愁出粉闈　　寸
すん
步
ぽ
　還
ま
た愁う　粉
ふん
闈
い
を出でんことを
　嬌眼曾波風欲亂　　嬌
こ
びたる眼
まなこ
は　波を曾
かさ
ねて　風
かぜみだ
亂さんとし
　舞身廻雪霽猶飛　　舞える身は　雪を廻
めぐ
らして　霽
は
れても犹お飛べるがごとし
　花間日暮笙歌斷　　花の間に日暮れて　笙
しょう
の歌斷
き
えぬ
　遙望微雲洞裏歸　　遙かに微かなる雲を望みて　洞の裏に歸る
　この作において、詩人は細やかな技法を駆使して、内宴の時の舞妓の姿を、その動きに注目して描
写している。
　この詩には、道真が長い詩序を書いており2 、内宴の歴史を述べ、それに宮妓の「繊手細腰」や、
髪と肌が「軟雲襛李」である状態を叙べ、「韶光骨に入り」、「変態繽紛」たる美しい姿を描写している。
　詩のおおよその意味は以下の通り。
　「妓女たちのしらぎぬのような細やかな肌には、薄絹の舞い衣さえ重たげだが、それはなぜかと尋
2　詩序の原文は以下の通り。「それ早春の内宴は、荊、楚の歳時に聞かず。姬、漢の遊樂を踵
つ
ぐにも非ず。君の故
もと
を作せし自り、我が聖朝に及べり。殿庭の甚だ幽かなる、嵩山の鶴架に逢いしことを咲
わら
う。風景の最も好き、曲水
の鶯と花の老いたるを嫌う。節は則ち新たなり、一人慶び有り、年はこれ早し、萬壽疆り無し。是
ここ
に粧樓才を進め、
粉妓事に縱う。纖手細腰、之れを父母に受け、軟雲襛李、髮膚に備われり。況や陽氣 神
たましい
を陶
と
らかしぬれば、玉階
を望みて餘りの喘ぎあらんや。韶光骨に入りぬれば、紅袖を飛ばして嬴
つか
れたる形あらんや。彼の羅綺の重衣爲
た
る、
情無きことを機婦に妬み、管絃の長曲に在る、闋
お
えざることを伶人に怒る。変態繽紛として、神なり又神なり。新
聲婉転として、夢なるか夢に非ざるか。臣籍を重門に通じ、綵霞を蹈みて步を失う。仙に登ること半日、青鳥に問
いて音を知る。樂の身に逼る、詞は口に容れず。祝して堯帝に請い、封人に代らんとすと云うことしかり。謹みて
序す」。
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ねると、腰のあたりを春の気配がとりまいているからですわと答えそう。踊り終わった舞妓は化粧が
融けてしまい、珠の手箱をちょっと開けるのもものうげで、小きざみに歩いて飾った宮門を出てゆく
のも愁わしげ。媚びるまなざしは波の花が重なり風に乱されるよう、舞う姿は雪がひるがえり晴れて
もなお飛びかっているようだ。春の花の間でいつしか日も暮れ笙の笛の音も消えていった、舞妓たち
は王子喬が鶴に乗って雲を見ながら仙洞に帰ったようにひきあげていく」3。
　周知のように、道真は白居易の影響を強く受けているが、この詩には、とりわけ白詩における舞妓
の表現の影響がはっきりと見える。
二の一　舞妓たちの「なよなよとした」美しさ
　この詩題、「早春内宴、侍仁壽殿、同賦春娃無氣力、應製一首」について、川口氏は「文集の「洛
中春遊、呈諸親友」に「春樹花珠顆、春塘水麴塵。春娃無氣力、春馬有精神。〈詠春遊一時之態。〉」
とあるによる」4 と指摘している。春娃は美人、即ち、道真は白居易を学んで、「気力の無い」、なよ
なよとした美人を詠じたのである。
　詩序にも舞妓を描写している句がある。「玉の階を望みて餘りの喘ぎあらんや（望玉階而餘喘）」、
舞妓たちは舞台の階段を見ただけでもう息が切れるというように、舞妓たちの「なよなよとした」美
しさを描いている。また「彼の羅綺の重
ちょう
衣
い
爲
た
る（彼羅綺之爲重衣）」と、うすぎぬにさえ耐えがたい
ほどの舞妓たちのか弱い様を描写している。
　第一・二句、「紈なす質の何爲れぞ衣に勝えざる、謾りて言えらく春の色の腰の圍りに滿てりと」は、
舞妓の薄絹の舞い衣にさえ耐えない可憐でなよなよとした姿を描写している。白詩094「題山石榴花」5
に「風嫋
じょう
として　舞
ぶ
腰
よう
に香り盡きず、露銷
き
えて　妝
しょう
臉
けん
に淚新たに乾く（風嫋舞腰香不盡、露銷妝臉
淚新乾）」とあるのは、山石榴の花を舞妓に喩えたものであり、また052「牡丹芳」に「葉に映じて
は　他
た
情
じょう
羞
しゅう
面
めん
を隱し、叢
くさむら
に臥しては　力無くして醉
すい
妝
しょう
を含む（映葉多情隱羞面、臥叢無力含醉妝）」
というのも、牡丹の花を美女に喩えたものだが、これらの「なよなよとした」美の表現が、道真のこ
の句の表現のもとになっているだろう。「舞腰」、それは細い腰であり、なよなよとした「か弱い」美
しさがここにある。
　白詩には、他にも、「か弱い」美しさ、「なよなよとした」美しさがしばしば見える。0582「江南遇
天寶樂叟」には「貴妃宛
えんてん
轉として　君側に侍
はべ
る、體弱くして　珠
しゅう
翠
すい
の繁
しげ
きに勝えず（貴妃宛轉侍君側、
體弱不勝珠翠繁）」、楊貴妃は鮮やかな珠翠の頭飾りにさえ堪えないほどだと、その繊細な美しさを誇
3　川口氏の解を参照した。以下も同じ。
4　川口久雄校註『菅家文草・菅家後集』（岩波書店、966年）676頁補注１。
5　白居易詩の本文は顧學頡校點『白居易集』（中華書局、979年）に依る。詩題に付す番号は花房英樹『白氏文集
の批判的研究』（朋友書店、974）に定める作品番号である。
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張して表現している。「侍
じ じ
兒扶
たす
け起せば　嬌
きょう
として力無し、始めて是れ新たに恩澤を承くる時（侍兒
扶起嬌無力、始是新承恩澤時）」（0596「長恨歌」）、「小
すこ
しく手を垂れて後
のち
　柳
やなぎ
力無く、斜に裾
すそ
を曳
ひ
く
時　雲生
しょう
ぜんと欲
ほっ
す（小垂手後柳無力、斜曳裾時雲欲生）」（2202「霓裳羽衣歌」）、「歌
か
臉
けん
情有りて　
睇
てい
を凝らすこと久
ひさ
し、舞腰力無く　裙
くん
を轉
てん
ずること遲
おそ
し（歌臉有情凝睇久、舞腰無力轉裙遲）」（3378
「與牛家妓樂雨後合宴」）などの句も同様である。
　この美人の「なよなよとした」美しさの先蹤としては、『玉台新詠』の「集序」に美人を唱う「繊
せん
腰
よう
力無くして、南
なんよう
陽の搗
とう
衣
い
を怯
おそ
れ、深
しんきゅう
宮に生長して、扶
ふ
風
ふう
の織
しょく
錦
きん
を笑う（繊腰無力、怯南陽之搗衣、
生長深宮、笑扶風之織錦）」6 という句がある。曹植の楽府「妾薄命行一首」も「腕弱くして珠環にも
勝えず、坐
ざ
者
しゃ
は歎
たんそく
息して顏
がん
を舒
の
ぶ（腕弱不勝珠環、坐者歎息舒顏）」（『玉台新詠』巻九）と、美人の
腕が珠環に耐えないほどか細いさまを描写している。また劉緩は、「繊腰　轉
うた
た力なし、寒衣に　恐
おそ
らくは勝えざらん（繊腰轉無力、寒衣恐不勝）」（『玉台新詠』巻八「雜詠和湘東王三首」其一「寒閨」）
と詠じ、楊広（隋煬帝）は「步むこと緩
ゆる
やかに　力無きを知る、臉は曼
うつく
しく　動
やや
もすれば餘嬌あり（步
緩知無力、臉曼動餘嬌）」（『先秦漢魏晋南北朝詩』隋詩巻三「喜春遊歌二首」其二）7と詠じている。
したがって、『玉台新詠』や『文選』において「なよなよとした」美しさの表現は成立している。
　『遊仙窟』には、「細細なる腰
こしばせ
支は、參差として勒
いだ
かば斷えなんと疑わる（細細腰支、參差疑勒斷）」8 
と「弱體輕身」の崔女郎のか弱い美しさを描写している。
　唐代では、「花を看て　情有るが若く、樹に倚
よ
って　力無きを疑う（看花若有情、倚樹疑無力）」（劉
希夷「采桑」）、「夜　 羅
うすもの
の帳
とばり
に還
かえ
れば　空
むな
しく情有り、春裙
くん
腰
よう
を著
き
て　 自
おのずか
ら力無し（夜還羅帳空有情、
春著裙腰自無力）」（王適「古別離」）、「羅
ら
袖
しゅう
嬋
せんけん
娟　力無きに似たり、行きゆきて落花を拾い　容
ようしょく
色に
比す（羅袖嬋娟似無力、行拾落花比容色）」（王翰「春女行」）、「舞いては　銖
しゅ
衣
い
の重きを怯
おそ
れ、笑い
ては　桃臉の開くかと疑う（舞怯銖衣重、笑疑桃臉開）」（賈至「贈薛瑤英」）、「西施　醉
すい
舞
ぶ
して　嬌
として力無し、笑いて　東窓白玉床に倚る（西施醉舞嬌無力、笑倚東窓白玉床）」（李白「口號吳王美
人半醉」）、「媚語　嬌として聞かず、繊腰　軟かくして力無し（媚語嬌不聞、纖腰軟無力）」（元稹「寄
吳士矩端公五十韻」）、「力無く　慵として腕を移し、嬌多くして　躬
み
を斂むるを愛おしむ（無力慵移腕、
多嬌愛斂躬）」（元稹「會眞詩三十韻」）など、美人の「か弱さ」を唱う句は多数ある。
　このように魏晋以来、多数の詩人が美人の「か弱い」「なよなよとした」姿を唱っているのだが、
他の詩人がこの題材を、いずれも一首、もしくは二首（元稹）詠じているのに比べて、白居易は一人
で四首詠じている。道真は白居易詩を最も愛読していたから、遠くは『玉台新詠』や『文選』、近く
は『遊仙窟』を意識し、そして特に白詩を強く意識しつつこうした表現をしたのであろう。
6　『玉台新詠』の本文及び訓読は、鈴木虎雄訳『玉台新詠』（岩波書店、956）に拠る。
7　『先秦漢魏晋南北詩』の本文は、逯欽立輯校『先秦漢魏晋南北詩』（中華書局、983）に依る。
8　『遊仙窟』の本文及び訓読は漆山又四郎訳『遊仙窟』（岩波書店、949）に拠る。
9　拙稿における唐詩の本文は、『全唐詩』（中華書局、960）に依る。以下も同じ。
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　第三・四句、「殘粧　自ら嬾し　珠匣を開くすら、寸步　還た愁う　粉闈を出でんことを」は、舞
妓たちが舞終わった後、化粧が崩れて控え室で珠の手箱を開けるのさえ懶げで、小刻みに歩いて退き
下がる姿を描写している。
　この美人の崩れた化粧は、唐詩においては、「殘妝に　石黛を添え、艶舞して　金鈿を落とす（殘
妝添石黛、豔舞落金鈿）」（劉長卿「揚州雨中張十宅觀妓」、一説に張謂作）、「殘妝色淺くして　髻鬟
開く、笑み朱簾に映りて　客の来たるを覷
み
る（殘妝色淺髻鬟開、笑映朱簾覷客來）」（盧綸「古豔詩」）、
「自
みずか
ら愛す　殘妝　曉鏡の中、謾
すずろ
に篸
かんざ
す環釵　緑絲の叢に（自愛殘妝曉鏡中、環釵謾篸緑絲叢）」（元
稹「離思五首」）、「殘妝淚を含み　簾を下して坐し、盡日春を傷めども　春知らず（殘妝含淚下簾坐、
盡日傷春春不知）」（白居易207「傷春詞」）などの句が見える。
　美人の化粧が崩れたさまは、一層なよなよとした艶麗さを増す。道真のこの句は、白詩を含むこう
した詩句を意識して、なよなよとした美しい舞妓の姿を唱っている。
二の二　「秋波（ウィンク）」と「迴雪」
　第五句、「嬌びたる眼は波を曾ねて風亂さんとす」について。これは白詩に用例を見ない。ウィン
クを波に喩える例は、初唐の梁鍠に「仍お憐みて　嬌眼を轉
てん
じ、別れを恨みて　一たび橫波す（仍憐
轉嬌眼、別恨一橫波）」（「觀王美人海圖障子」）と見える。
　第六句、「舞える身は雪の廻りて霽れても犹お飛べるがごとし」については、川口氏が「雪の舞い
ひるがえるように舞うさま。白居易、新樂府、胡旋女に[迴雪飄颻轉蓬舞、左旋右轉不知疲]とある」0
と指摘している。白詩には、舞妓の舞い姿を雪が翻るのに見立てる例が多い。他にも、「艶
えん
に舞
ぶ
裙
くん
を
動
うご
かせば　渾
すべ
て是れ火、愁
うれ
えて歌
か
黛
たい
を凝
こ
らせば煙を生ぜんと欲す。風有れば　縱
たと
い能
よ
く雪を迴
めぐ
らすと
道
い
うも、水無くして　何に由りてか忽
たちま
ち 蓮
れん
を吐
は
く（豔動舞裙渾是火、愁凝歌黛欲生煙。有風縱道能
迴雪、無水何由忽吐蓮」（0906「醉後題李馬二妓」）、「飄
ひょう
然
ぜん
轉
てんせん
旋して　迴
かいせつかる
雪輕し、嫣
えんぜん
然 縱
しょう
送
そう
して遊
ゆう
龍
りゅう
驚く（飄然轉旋迴雪輕、嫣然縱送遊龍驚）」（2202「霓裳羽衣歌」）、「身
み
輕くして　迴
かい
雪
せつ
に委
ゆだ
ね、羅
ら
薄くして　凝
ぎょう
脂
し
を透
とお
す（身輕委迴雪、羅薄透凝脂）」（390「楊柳枝二十韻」）、「雪飛んで舞
ぶ
袖
しゅう
を迴
めぐ
ら
し、塵
ちり
起
おこ
りて　歌
か
梁
りょう
を繞る（雪飛迴舞袖、塵起繞歌梁）」（3689「江南喜逢蕭九徹因話長安舊遊戲贈
五十韻」）の句があり、全部で五首に「廻雪」の表現が見える。
　ただし、この表現は白居易の独創ではなく、白詩以前に以下のような先例がある。
　曹植「洛神賦」に「髣
ほうふつ
髴たること　輕
けい
雲
うん
の月を蔽
おお
うが若
ごと
く、飄
ひょう
颻
よう
たること　流
りゅう
風
ふう
の雪を迴らすが
若
ごと
し（髣髴兮若輕雲之蔽月、飄颻兮若流風之迴雪）」 （『文選』巻十九）と見える。また南朝の何思澄
0　川口久雄校註・同注4・677頁、48補注27。
　『文選』の本文及び訓読は小尾郊一・花房英樹著『文選』（集英社、974―976）に依る。
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は、「洛浦に迴雪かと疑い、巫山　旦雲に似たり（洛浦疑迴雪、巫山似旦雲）」（『玉台新詠』巻六「南
苑逢美人詩」）、隋の弘執恭は「舞いを合せて　倶に雪を迴らす、歌を分
わか
ちて　共に塵を落とす（合舞
倶迴雪、分歌共落塵）」（『先秦漢魏晋南北朝詩』隋詩巻七「和平凉公觀趙郡王妓詩」）と、美人の舞姿
を歌っている。
　『遊仙窟』にも、曹植「洛神賦」の句を意識して、「洛川　雪を廻らして、只
ただ
衣裳を疊ましむるに堪
う（洛川廻雪、只堪使疊衣裳）」といい、また「一搦
にぎ
りの腰支は、洛浦に其の廻雪を愧づ（一搦腰支、
洛浦愧其廻雪）」と十娘の舞う姿を「廻雪」に喩えている
　唐以後では、「自ら憐む　雪を迴らす影、好し取りて　洛川に歸らん（自憐迴雪影、好取洛川歸）」（李
義府「堂堂詞二首」其二）、「雲を凌
しの
ぐ　詞客の語、雪を迴らす　舞人の嬌
きょう
（凌雲詞客語、迴雪舞人嬌）」
（張子容「九日陪潤州邵使君登北固山」）、「舞盤
うずま
きて　迴雪の動くがごとく、弦奏して　躍魚の隨う
がごとし（舞盤迴雪動、弦奏躍魚隨）」（獨孤及「李卿東池夜宴得池字」）などの句が見える。
　日本では、道真より前、小野岑守にも「洛津の廻雪　影を韜
つつ
むに當たり、巫嶺の朝
ちょう
雲
うん
　行を歛
のぞ
む
に應ず（洛津廻雪當韜影、巫嶺朝雲應歛行）」（「奉和観佳人蹋歌御製」）2と舞妓の舞う姿を描写して
いる例がある。
　以上のように、白居易以前に舞妓の舞姿を「廻雪」で表現する例はすでに見える。しかし、白居易
以前の詩人においてはいずれも一首のみである。これに対して白詩では五首も用例があり、白居易が
この表現を極めて好んだことは明らかである。道真は主として白詩を意識して、「廻雪」の表現を用
いたものと見てよい。
二の三　仙女に見立てる
　第七・八句、「花の間に日暮れて笙の歌斷えぬ、遙かに微かなる雲を望みて洞の裏に歸る」は、歌
舞が日暮れとなってようやく終わり、舞妓たちが下がっていく時の姿を描写している。
　「洞の裏に歸る」とは、即ち彼女たちを仙女に見立てている。道真において美人と「仙洞」が繋が
るのは、仙女との愛の交歓の物語である『遊仙窟』の影響も受けていると考えられる。
　また、美人を仙女に喩える例は、中国の詩によく見える。早く『荘子』「逍遥遊篇」に、「藐
はる
かなる
姑
こ
射
や
の山に神人の居
す
める有り。肌膚は冰や雪の若く、淖
しと
約
や
かなること處
お と め
子の若し（藐姑射之山、有神
人居焉。肌膚若冰雪、淖約若處子）」と美女の肌の美しさを神女のそれに比す例があり、曹植「妾薄
命行一首」に「妙
みょう
舞
ぶ
仙
せんせん
仙として　體輕し、裳
しょう
解
と
け履
くつ
遺
のこ
され　纓
えい
を絶つ（妙舞仙仙體輕、裳解履遺絶纓）」
と、舞妓を仙女に喩える例がある。
　白居易は「長恨歌」で亡くなった楊貴妃を仙女とし、「中に一人有り　字は太眞、雪膚花貌　參差
2　小野岑守詩の本文は『日本文学大系・第二十四巻』（国民図書株式会社、927年）に依る。
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として是れなり（中有一人字太眞、雪膚花貌參差是）」と詠っている。白詩には、他にも「上
じょう
元
げん
　鬟
かん
を點
てん
じて　萼
がく
緑
りょく
を招
まね
き、王
おう
母
ぼ
袂
たもと
を揮
ふる
いて飛
ひ
瓊
けい
に別る（上元點鬟招萼緑、王母揮袂別飛瓊）」（2202「霓
裳羽衣舞」）、「文
ぶん
君
くん
よりも好
かほよ
く　還
ま
た酒に對し、神
しんじょ
女に勝
まさ
れども　雲に歸
き
せず（好似文君還對酒、勝
於神女不歸雲）」（0907「盧侍御小妓乞詩座上留贈」）など、美しい妓女を仙女に見立てる例がある。
　前述の小野岑守「奉和觀佳人蹋歌御製」は、「還って知る　人間仙路の近きを、重ねて見る　桃李
目前の生を（還知人間仙路近、重見桃李目前生）」と、舞妓を仙人に見立てている。
　道真はこうした伝統及びそれを継承した白居易の影響を受けて、舞妓たちを仙女に喩えている。
第三章　踊りの最高潮での悲しみ
　83「早春內宴、聽宮妓奏柳花怨曲、應製」、全詩はこう詠じている。
　宮妓誰非舊李家　　宮
きゅう
妓
ぎ
　誰か舊
むかし
の李
り か
家にあらざる　
　就中脂粉惣恩華　　就
なかんづく
中に　脂
し
粉
ふん
は惣
す
べて恩華なるものを
　應緣奏曲吹羌竹　　曲を奏
そう
して羌
きょう
竹
ちく
を吹くに緣
よ
るべし
　豈取含情怨柳花　　豈
あに
　情を含
ふく
みて　柳
りゅう
花
か
を怨
うら
むること取らんや
　舞破雖同飄綠朶　　舞いは破
は
にして　綠
みどり
なる朶を 飄
ひるがえ
すに同じくとも
　歡酣不覺落銀釵　　歡
よろこ
びは 酣
たけなわ
にして　 銀
しろがね
の 釵
かみざし
を落すことを覺えず
　餘音縱在微臣聽　　餘
ようおん
音は縱
たと
い微
び
臣
しん
が聽きに在りとも
　最歎孤行海上沙　　最も歎
なげ
かくは　孤
ひと
り海の上
ほとり
なる沙を行
ゆ
かんことを
　仁和二年（八八六）、讃岐へ出立する前、都から離れる直前の作である。おおよその意味は以下の
通り。
　「宮妓はみな唐の梨園の弟子に劣らない、化粧のおしろいなどはみな天子より下賜されたもの。羌（中
国西方辺境）の曲を演奏しているからなのか、あるいは柳花怨の舞の閨怨の思いを含んでいるのだろ
うか。舞は今や最高調に達して序破急の破を舞い緑の青柳の枝をひるがえすようだ、急調子の舞で髪
に挿した白銀の釵が髪から落ちるのにも気づかない。この華やかな音はまだ私の耳に残っているとい
うのに、とりわけ悲しいのは一人海浜の道を讃岐へ行かなければならないことだ」。
　第五・六句で、道真は、舞が最高潮に達している時の舞妓の乱れた姿の美しさを表現している。舞
のクライマックスで、舞妓の舞が激しすぎて、釵が髪から落ちるのである。
　この表現は、白詩に幾つかの例がある。「香
こう
飄
ひるがえ
って歌
か
袂
べい
動き、翠
すい
落
お
ちて舞
ぶ さ
釵遺
お
つ（香飄歌袂動、
翠落舞釵遺）」（0608「代書詩一百韻寄微之」）、「髮 滑
なめらか
にして歌
か さ お
釵墜ち、 妝
よそおい
光
ひか
りて舞
ぶ
汗
かん
霑
うるお
う（髮滑
歌釵墜、妝光舞汗霑）」（242「奉和汴州令狐令公二十韻」）、「袖
そで
は聲
こえ
を收
おさむ
るが爲
ため
に點
てん
じ、釵
さ
は節
せつ
に 赴
おもむ
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くに因
よ
りて遺
お
つ（袖爲收聲點、釵因赴節遺）」（390「楊柳枝二十韻」）。さらに、舞の最高潮の後の倦
怠の美を表現している例として、「鈿
でんとう
頭の銀
ぎんぺい
篦節を擊
う
ちて碎
くだ
け、血
けっしょく
色の羅
ら
裙
くん
酒
さけ
を翻
ひるが
えして污
けが
る（鈿頭
銀篦擊節碎、血色羅裙翻酒污）」（0603「琵琶引」）をあわせれば、全て四例である。
　舞の途中、転調や、舞のスピードの変化により、簪が落ちる表現を白居易は特に好んだことがわか
る。道真は白居易のこの表現を学んでいる。
　舞妓は白銀の釵が髪から落ちるのにも気づかないほどに舞は最高潮を迎えているのだが、道真はこ
の時、天皇及び繁華な都から離れる沈痛な思いを吐露している。
　波戸岡氏はこの作について「道真は華麗な舞と楽とを描きつつ、その柳花怨の曲本来の流離の主題
に自らの境涯を絡めて[怨柳花][落銀釵]などを伏線とし、華麗な宴描写から左遷の悲哀の情へと大き
な落差をもって結ぶ。その耽美性と境涯性とが高度の修辞と手法とにより巧みに融合している。この
内宴の詩に限らず、道真の公宴詩に、右のごとき自らの悲哀の情を帯びた境涯性が顕著になるのは、
この讃岐守赴任当時からである」3 と述べている。
　宮中での舞妓たちの舞いは、道真の宮廷生活の一部である。そしてこの公宴や歌舞と別れるのは、
道真が都の華やぎと、天皇のお側にいる生活から離れることを意味している。
　他の公宴詩、例えば、以下の句、
　微臣縱得陪遊宴　　微
び
臣
しん
　縱
たと
い遊
ゆう
宴
えん
に陪
はべ
ること得
う
るとも
　當有花前腸斷人　　當
まさ
に花の前にして 腸
はらわた
斷
た
ゆる人も有らん
　（377「有敕、賜視上已櫻下御製之詩、敬奉謝恩旨」）
　これは寛平六年（八九四）に侍宴した時の作である。「私はいま楽しく天皇の側に侍宴できている
けれど、いま、世の中のどこかには花前月下の美景を見ても腸を断つほどに切ない人がいるだろう」。
この栄光の中に在りながら詠われる苦い思いについて、川口氏は「讃州時代のことを思っているとこ
ろもあろう」4 といわれる。今、天皇のお側に戻って、宮廷詩人の身分を回復できた道真は、盛んな
宴会の場に身を置きながら、不遇に見まわれている人に同情し、また曾ての不遇の時の自分を思って
悲しくなっているのであろう。
　この、宴会の最高潮で訪れる悲しみは、白詩にもしばしば見える。例えば：
　一抛學士筆　　一たび　學士の筆を拋
なげう
ち
　三佩使君符　　三たび　使君の符を佩
お
ぶ
3　波戸岡旭著『宮廷詩人菅原道真―「菅家文草」「菅家後集」の世界』（笠間書院、2005）65頁。
4　川口久雄校註・同注4・404頁。
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　未換銀青綬　　未だ　銀青の綬を換えず
　唯添雪白鬚　　唯だ　雪白の鬚を添う
　公門衙退掩　　公門は　衙より退
しりぞ
きて掩
おお
い
　妓席客來鋪　　妓席は　客來りて鋪
し
く
　履舄從相近　　履
り
舄
せき
　相い近づくに從い
　謳吟任所須　　謳
おう
吟
ぎん
　須
もち
うる所に任す
　金銜嘶五馬　　金
きん
銜
かん
して　五馬を嘶
いなな
かせ
　鈿帶舞雙姝　　鈿
でんたい
帶して　雙
そう
姝
しゅう
を舞
ま
わしむ
　不得當年有　　當
とう
年
ねん
に有るを得ざるも
　犹勝到老無　　犹
なお
お老に到るまで無きに勝
まさ
れり
　合聲歌漢月　　聲を合せて　漢月を歌い
　齊手拍吳歈　　手を齋
ひと
しくして　吳歈を拍つ
　今夜還先醉　　今夜　還先ず醉う
　應煩紅袖扶　　應に　紅袖の扶
たす
くるを煩わすべし
　（2437「對酒吟」）
　これは宝暦元年（八二五）、蘇州での作である。おおよその意味は以下の通り。
　「翰林学士の職を辞めた後、州の刺史を三度勤めた。今も昇進はかなわず、ただ鬚が白くなるばかり。
公務が終わると妓女の侍る宴席を設けて客を招く。美妓はかたわらで舞い踊り、思いのままに歌を詠
う。刺史として五頭立ての馬を持ち、螺鈿の帯をしめて二人の美妓に舞を舞わせる身分だ。この楽し
みを若い時に経験できなかったのは残念だが、年老いるまで識らないよりはいい。そこで声を合わせ
て「漢月」の歌を唱い、手拍子を打って呉歌を唱った。今夜はまず第一番に酔っぱらって、美妓に介
抱してもらおう」。
　この「物極まれば則ち反す」5 の思いは、白詩にしばしば見える。「楊柳枝二十韻」に「春は芳しき
華の好きを惜しみ、秋は顏の色の衰うるを憐れむ。取り來たりて　歌の裏に唱い、笛中に向かいて吹
くに勝れり。曲罷
おわ
りて　那んぞ能く別れん、情多くして　自ら持せず。纏頭　別物無し、一首　斷腸
の詩（春惜芳華好、秋憐顏色衰。取來歌裏唱、勝向笛中吹。曲罷那能別、情多不自持。纏頭無別物、
一首斷腸詩）」と詠うのは、簪が落ちるほどの舞の最高潮の後にやってきた悲しみを表現している。
また「坐
ざ
しては黃金の帶を耀
かがや
かし、酌
く
みては赬
てい
玉の質を酡
あか
くす。酣
かん
歌
か
して口停らず、狂
きょう
舞
ぶ
して衣相
い拂う。平生　賞
しょう
心
しん
の事、施
し
展
てん
　十に未
いま
だ一ならず。會
かい
笑
しょう
　始
はじ
め啞
あくあく
啞たり、離
り さ
嗟　乃
すなわ
ち喞
しつしつ
喞たり。
5　万物は極点に達すればまた初めに返る。出典は、『鶡冠子』「環流」に、「物極まれば則ち反す、命
な
づけて環流と
曰う」とある。
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餞
せんえん
筵　纔
わずか
に收拾し、征
せい
棹
とう
　遽
にわか
に排
はい
比
ひ
す（坐耀黃金帶、酌酡赬玉質。酣歌口不停、狂舞衣相拂。平生賞
心事、施展十未一。會笑始啞啞、離嗟乃喞喞。餞筵纔收拾、征櫂遽排比）」（2258「和微之詩二十三首
　和寄樂天」）も、元稹と久しぶりに出会っての、宴の楽しみが未だ尽きない時に、はや襲われる別
離の悲哀を詠じている。
　以上のように、宴会で舞妓の踊りを見ながら、酒を存分に飲み、歓楽を極めた後、あるいはその時
に訪れる嘆老惜春の悲哀は、白居易の舞妓を詠ずる詩によく詠じられている。
　道真の白居易受容は全面的である。詩の表現技法はもちろん、その心のありようについても白居易
の影響を強く受けている。道真が盛んな宴会に臨みながら、哀感を表出するのは白居易の影響を受け
ている。そして自分のかつての不遇を思い起こすと、白居易の切なさが一層よく理解でき、白居易の
思いに深く共感するのである。
第四章　舞妓より美しい花木――道真詩における喩詞としての「舞妓」
四の一  舞汗
　道真は、しばしば舞妓を喩詞として花や木に喩えている。
　例えば、
　羅袖猶欺霑舞汗　　羅袖　犹お欺
あざむ
く　舞いの汗に霑
うるお
うかと
　花袍自怪沐恩波　　花袍　 自
おのずか
ら怪しむ　恩
めぐ
みの波にあら沐わるるかと
　（085「早春、侍内宴、同賦雨中花、應製」）
　これは雨中の花を舞妓の「舞汗」に喩えたものである。雨の中、舞妓の薄絹の袖のような花が潤っ
たのは舞いの為の汗かと見誤られる、侍臣の花模様のわたいれも天子の恩情の波を浴びるかのように
濡れている。
　川口氏は、「文集に「和雨中花」の詩がある。元稹の作に和したもの、ただし元詩は、今日秩（佚
の誤りか……潘）」6 と述べる。白居易の「和雨中花」から、その内容の面においては影響を受けてい
ないが、題名は白詩を意識しているのは明らかである。それだけではなく、袖（花びらの喩え）を潤
している雨を「舞汗」と形容しているが、「舞汗」という表現は白詩にしばしば見える。
　白詩の「舞汗」の例としては、「髮滑にして　歌釵　墜ち、妝光りて　舞汗　霑
うるお
う（髮滑歌釵墜、
妝光舞汗霑）」（242「奉和汴州令狐令公二十韻」）、「歌
か
鬟
かん
　翠
すい
羽
う
を低
た
れ、舞
ぶ
汗
かん
　紅
こう
珠
しゅ
を墮
おと
す（歌鬟低
翠羽、舞汗墮紅珠）」（0908「東南行一百韻寄通州元九侍御澧州李十一舍人果州崔二十二使君開州韋大
6　川口久雄校註・同注4・657頁、085補注１。
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員外庾三十二補闕杜十四拾遺李二十助教員外寶七校書」）がある。
　この「舞汗」という表現、恐らく白居易が先行する美人の「汗」の表現を進化させたものである。
始めて「舞妓」と「汗」を結びつけるのは沈約である。「雲鬢　寶花を垂れ、輕き粧い　微なる汗に
染まる（雲鬢垂寶花、輕粧染微汗）」（『先秦漢魏晋南北朝詩』梁詩巻七沈約「樂將殫恩未已應詔詩」）と、
美女が汗をうっすらとかいている様子を唱っている。詩中、美人の具体的な身分と何故汗が出るかに
ついては詠じていない。しかし詩の題名と内容より、美人は舞妓であり、舞妓が舞を踊って汗が出て
いる可能性が高い。
　沈約以降、「簟
たん
文
ぶん
　玉
ぎょく
腕
わん
に生ず、香汗　紅紗を浸す（簟文生玉腕、香汗浸紅紗）」（『先秦漢魏晋南
北朝詩』梁詩巻二十一蕭綱［梁簡文帝］「詠内人晝眠詩」）、「汗濕
うるお
いて　偏
ひとえ
に粉するに宜し、羅輕く
して　詎
な
んぞ身に著
つ
けん（汗濕偏宜粉、羅輕詎著身）」（孟浩然「宴崔明府宅夜觀妓」）、「香汗　輕塵
　顏色を污
けが
せば、新を開き　故
こ
を合
と
じて　何
なん
の許
もと
にか置
お
く（香汗輕塵污顏色、開新合故置何許）」（杜
甫「白絲行」）、「羅
ら
袖
しゅう
　徊翔に從い、香汗　寶粟を沾
うるお
す（羅袖從徊翔、香汗沾寶粟）」（李賀「河南府
試十二月樂詞　五月」）など、美人の「微汗」「香汗」「珠汗」を詠じている詩句は多数ある。
　「舞妓」と「汗」を組み合わせる例としては、「微風　羅
ら
帶
たい
を動す、薄き汗　紅
こう
粧
しょう
を染す（微風動
羅帶、薄汗染紅粧）」（『先秦漢魏晋南北朝詩』隋詩巻二李徳林「夏日詩」）、「舞い來れば　汗羅衣を
濕
うるお
し徹
とお
る、樓上　人は扶
たす
けて玉の梯を下る（舞來汗濕羅衣徹、樓上人扶下玉梯）」（王建「宮詞一百
首之八十」）、「箏の弦　玉
きょく
指
し
調え、粉
ふんかん
汗　紅
こう
綃
しょう
拭う（箏弦玉指調、粉汗紅綃拭）」（元稹「寄吳士矩
端公五十韻」）などの句がある。劉禹錫が白居易に和した詩「樂天の柘枝に和す」には、「殘拍　鼓
こ
催
もよお
して　腰身軟らかなり、汗は羅衣を透
す
かし　雨花に點ず（鼓催殘拍腰身軟、汗透羅衣雨點花）」の
句もある。さらに、白居易自身にも「鬱
うつ
金
こん
香
こう
の汗は　歌巾を裛
うるお
し、山
さん
石
せき
榴
りゅう
の花は　舞裙を染む（鬱
金香汗裛歌巾、山石榴花染舞裙）」（0907「盧侍御小妓乞詩座上留贈」）、「新衣を惜む莫
な
くして　柘
しゃ
枝
し
を舞
ま
え、也
また
　塵
じん
污
お
汗
かんてん
霑の垂
た
るるに從
まか
せよ（莫惜新衣舞柘枝、也從塵污汗霑垂）」（2359「看常州柘枝贈
賈使君」）と、舞妓の汗を詠じている。
　白居易は従来の美人の汗の表現を意識して、美人の「汗」と美人の「舞」を結びつけた。美人の汗
を従来よりもいっそう生き生きとした、艶やかな、「舞汗」に進化させたのである。
　「舞汗」の語は、『全唐詩』中、白詩の二例しかない。道真の「舞汗」は直接に白詩を学んでいる。
　白詩の「舞汗」の語を学びつつ、それを雨の中の花の形容に転用し、花のしっとりとした美しさを
見事に表現しているのは、道真の創意である。道真は、白詩の2268「和雨中花」の詩題と「舞汗」の
表現とを融合して、新たな「舞汗」の表現を生み出したといえる。
四の二　柳
　道真は、柳を詠うのに舞妓や舞妓の美しさを借りることがある。これも白詩に学んだものだろう。
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438「賦新煙催柳色、應製」、全二十句の第五句から第十四句を挙げる。
　纖脆慙顏鉛粉素　　纖
せんぜい
脆　 顏
かむばせ
に慙
は
じて　鉛
えんぷん
粉素し　
　染陶隨手麵塵黃　　染
せん
陶
とう
　手に隨
したが
いて　麴
きく
塵
じん
黃
き
なり
　因風次第任抽繹　　風に因
よ
りて　次第に　抽
ちゅう
繹
えき
に任す
　過雨參差且展張　　雨を過ぎて　參
し ん し
差として　且
かつ
がつ展
てん
張
ちょう
す
　疑帶前庭餘燼燎　　前
ぜんてい
庭に　餘
よ
燼
じん
の 燎
かがりび
を帶
お
ぶるかと疑い
　誤薰中殿半燒香　　中殿に　半燒の香を薰
くん
ずるかと誤る
　花無舞妓欲含怨　　花無くして　舞妓　怨みを含まんことを欲す
　枝有行人折斷腸　　枝有りて　行人折りて　 腸
はらわた
を斷つ
　翠黛開眉纔畫出　　翠
すい
黛
たい
　眉を開きて　纔に畫き出す
　金絲結繭未繰將　　金絲　繭を結びて　繰り將
おく
らず
　大意は以下の通り。「青柳のやわらかい新芽のおもむきは、白粉をつけた宮女が、はずかしげに化
粧した顔をそむけるかと思われ、黄緑の柳の枝を垂れる姿は、舞姫の麵塵に染めなした衣のすそが、
手さばきにつれてうごくかとあやまたれる。春風が吹くにつれて、次第に柳の芽が糸を引き出すよう
に顔を出してくる。春雨が降り過ぎると、ようやく柳の新芽は長短さまざまにひらいてくる。それは
庭さきで庭火をたいて、その燃え残りがいぶっているかとあやしまれ、青柳に新煙がかかる様子は、
殿上にたきかけた香がふすぶるかと思われる。柳の緑だけで紅い花が無いので舞妓はそれを悲しく思
うかも知れない、路行く人が柳の枝を折って遠くの恋人を思い出すと腸を断つほど悲しくなる。緑の
枝は、美人が愁えの眉を開いて、みどりのまゆずみを描き挙げたばかりのところ、黄色い若葉は、蚕
が結んだ繭の金色の糸を、まだ繰りださないところ」。
　白居易もよく柳を美人に喩えている。例えば「葉は濃
のう
露
ろ
を含
ふく
みて　啼
てい
眼
がん
の如
ごと
く、枝
えだ
は輕
けい
風
ふう
に嫋
たわ
みて 
舞
ぶ
腰
よう
に似たり（葉含濃露如啼眼、枝裏輕風似舞腰）」（344「楊柳枝詞八首之七」）、「人は言
い
う　柳
りゅう
葉
よう
愁
しゅう
眉
び
に似たりと、更に　愁
しゅう
腸
ちょう
の柳
りゅう
絲
し
に似たる有り（人言柳葉似愁眉、更有愁腸似柳絲）」（345「楊
柳枝詞八首之八」）などと見える。
　ところで、この438「賦新煙催柳色、應製」の詩と同じように、前述したように、道真の詩には、
007「賦得折楊柳、一首」にも「葉遮
さいき
りて　鬟
わげ
更に亂る、絲剪
き
れて　 腸
はらわた
倶に絶
た
ゆ（葉遮鬟更亂、絲
剪腸倶絶）」と、「楊柳枝」と「美人」と「腸を断つ」とのイメージの組み合わせが見える。おそらく
道真の美意識の中で、楊柳枝と美人と腸を断つ悲しみとは、いつもワンセットになっているのだろう。
　では、道真のこの美意識の源は何だろうか。
　柳と美人の眉や腰を互いに寓している詩は、中国及び日本の詩文に、挙例の暇がないほど多い。そ
して、美人の悲しみが「断腸」だと形容している詩も多数有り、また、「楊柳」を見ると、「断腸」の
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悲しみに襲われることを詠じている詩もよく見える。ただし、「楊柳枝」と「美人」と「腸を断つ」
を結びつけている例は、白居易以前の詩人の作品では「垂
すい
柳
りゅう
　萬條の絲、春來たりて　別離を織る。
行人　攀折する處、閨
けい
妾
しょう
　斷腸の時（垂柳萬條絲、春來織別離。行人攀折處、閨妾斷腸時）」（戴叔
倫「堤上柳」）と「淚を拭って　楊柳を攀
よ
じる、長条　地に宛
かが
みて垂る。白花　歷亂として飛び、黃
鳥　參差として思う。妾が 自
おのずか
ら肝腸を斷つ、傍
ぼうじん
人　那
なん
ぞ知るを得ん（拭淚攀楊柳、長條宛地垂。白
花飛歷亂、黃鳥思參差。妾自肝腸斷、傍人那得知）」（沈佺期「折楊柳」、一説に宋之問の作）の二首
だけである。それが、白詩においては、白居易が妓女のために作った338―345「楊柳枝詞」と、
390「楊柳枝二十韻」結句の「纏頭は別物無し、一首　斷腸の詩（纏頭無別物、一首斷腸詩）」（390
「楊柳枝二十韻」）、および「楊柳枝を唱
とな
うる莫
なか
れ、腸の君が與
ため
に斷
た
ゆる無からんや（莫唱楊柳枝、無
腸與君斷）」（2975「山游示小妓」）と、少なからぬ用例を見る。
　道真はこの「賦新煙催柳色、應製」で、舞妓を表現素材にしている。前述の白詩の338―345「楊
柳枝詞」と、390「楊柳枝二十韻」も、白居易が妓女のために詠じた作。詩に詠じられた対象が妓女
であることから判断して、道真詩は戴叔倫と沈佺期の詩より、白詩により近い。道真の楊柳枝と美人
と腸を断つ悲しむがセットになった表現は、やはり白居易の影響を受けているものだと思われる。
四の三　花木を舞妓の化粧に見立てる
　道真は舞妓を使って花と柳を描写するだけではなく、さらに花木を舞妓の化粧に見立てている。例
えば、
　春風便逐問頭生　　春
しゅん
風
ぷう
　便ち逐
お
いて頭
とうせい
生を問う
　爲翫梅粧繞樹迎　　 爲
かるがゆえ
に梅
ばい
粧
しょう
を 翫
もてあそ
び　樹
き
を繞して迎う
　偸得誰家香劑麝　　誰が家の香
こうざい
劑の麝
じゃ
をか　偸
ぬす
むこと得たる
　送將何處粉樓瓊　　何れの處の粉
ふんろう
樓の瓊
たま
をか　送
おく
將れる
　……
　（067「早春、陪右丞相東齋、同賦東風粧梅。各分一字」）
　道真は梅の美しさを「梅粧」という化粧に喩え、梅の香りを香水の麝香に喩えている。第三句、梅
が香りを放っている。この香りは、梅が誰かの家から麝香の香剤を盗んだからだろうかという。
　「麝」は古代、服のどこかに収めて香りをただよわすのによく使われた。香麝、蘭麝など、舞妓や
美人たちは必ず持っているものである。梁の武帝簫衍は「蘭
らんじゃ
麝　氛
ふんうん
氳として　體芳
かんば
しく滑
なめら
かなり、
容
ようしょく
色　玉のごと耀き　眉は月の如し（氛氲蘭麝體芳滑、容色玉耀眉如月）」（『先秦漢魏晋南北朝詩』
梁詩巻一「遊女曲」）と詠じていて、美人の体の香りを「蘭麝」で形容している。簫衍以下、蘭麝、
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麝香を用いて美人の香りを描写する例は多い。
　但し、道真は、従来の例に工夫を加えて、反対に梅の香りを美人の麝香の香りに喩えている。それ
に、梅を擬人化して、美人の麝香を盗んだ泥棒だと諧謔味を持たせている。道真以前、日中両方の詩
作において、この表現技法は見当たらない。
　このように、美人の化粧を喩詞として、花の美しさを詠うのは道真の独創である。
　上に見たように、白居易は山石榴や牡丹の美しさを、舞妓・美女を用いて表現しており、花木の美
を舞妓や美女の姿態を借りて表現するのは、白詩得意の手法だった。道真はその手法を学びつつ、彼
自身の独創的表現を生み出したのである。
第五章　まとめ
　道真がこのように白居易の「舞」の表現をふんだんに摂取しているのは、白詩を常に愛読したのは
当然として、家族累代の宮廷詩人としての家風が大きく影響している。
　『菅家文草』の巻首、00「月夜見梅花」の題記には、「嚴君田進士をして試みしめ、予始めて詩を
言えりき（嚴君令田進士試之、予始言詩）」と道真が自ら述べている。この詩題について波戸岡氏は
次のように述べている。「この詩題で、父是善あるいは島田忠臣（道真の師）が、少年道真に作らせ
たのは、道真が近い将来、宮中に侍座するであろう詩宴の題詠のことなどを慮ってのことであったと
かんがえられる」7 。
　宮廷詩人たらんことを目標としていた道真は、少年時代から、宮廷詩宴の題材を詩に詠んでいる。
道真は若いころ、詩の創作を学ぶ時、すでに宮廷詩宴に必須の題材について練習を積んでいた。「月
の下にして　 徒
いたずら
に沈
しんすい
醉することより醒
さ
むべし、花の前にして　獨り放
ほう
歌
か
することを噤
つぐ
まんと擬
す
。他
た
 
日
じつ
愁へず　詩
し
興
きょう
の少からんことを、甚
じん
深
しん
の王
おお
澤
たく
　復
また
如
い
何
かん
とかせんとする（應醒月下徒沈醉、擬噤花
前獨放歌。他日不愁詩興少、甚深王澤復如何）」（094「勸吟詩、寄紀秀才」）は、紀秀才に、詩作を怠
りなく続けるように勧める作だが、ここに道真自身の志が現れている。天子の恩沢に答えるために、「花
前月下、放歌高吟し、狂舞沈醉すること」を辞めて、詩を研鑽し学問に励むようにといっている。道
真が宮廷詩人としての務めをしっかり果たそうと、どれほど真剣に努力していたかがよく分る。そし
て、内宴は宮廷生活での重要な行事であり、舞妓の歌舞はその場面に不可欠のものであった。
　道真の舞妓を詠じた詩は、初めに挙げたように、ほとんどが侍宴詩である。「詩
し
臣
しん
　膽
きも
露
あらわ
れて　
行
こうらく
樂を言う、女
じょ
妓
ぎ
　粧
よそお
い成れて　步
ほ
虛
きょ
を舞う（詩臣膽露言行樂、女妓粧成舞步虛）」（027「早春侍内宴、
同賦無物不逢春、應製」）という句により、道真の宮廷詩人としての気持ちを推し量ることができる。
今日の宴会は特に盛り上がっているから、詩臣としての私も本音を流露して、楽しく舞妓の踊りを楽
7　波戸岡旭著・同注3・60―6頁。
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しめる。即ち、いつもの宴会では謹厳な態度を守り、自分の言行を抑えなければならないのである。
美しい舞妓の踊りを楽しむと同時に、道真は天皇のお側において、宮廷詩人としての使命を一時も忘
れることがなかった。この句は、かえって道真が宮廷内宴に侍る時、いつもどれほど謹厳に自己を律
しているかを示すものである。
　道真の舞妓を詠ずる詩はすべて侍宴詩である。これに対して、白居易が宮妓のことを唱う侍宴詩は、
0747「上巳日恩賜の曲江宴会の即事」一首しか見られない。この詩では、天子の清明な政治を賛美し
ているし、妓女のことも褒めている。存分に楽しんだといいつつ、矜持や謹厳な思いも現れている。
即ち、白居易の場合も舞妓を詠ずる侍宴詩は上掲の道真の詩の主題、また情感などとほぼ同じである。
白居易の詩において、舞妓の姿を詠じている詩は多数あるが、それは大部分が友達との宴会で、舞妓
や家妓のことを唱っているものである。白居易の世界において、妓女の登場する空間はほとんど自分
が宮廷から離れて、友達と一緒に楽しみ、閑適の生活を楽しんでいる場合である。
　白居易にとって舞妓は日常生活の一部である。白居易は杭州刺史の時代以後、洛陽に在る晩年も、
ほとんど毎晩、酒を飲みつつ舞妓の歌舞を楽しんだ。舞妓は白居易にとっては、酒ととともに、閑適
の生活を充実させる最も楽しい要素になっている。
　一方、道真においては、詠じている舞妓が総て宮妓であり、舞妓は道真にとっては、終始宮廷生活
と強いつながりを持っている。
　道真は、068「書齋雨日、獨對梅花」に、「今年內宴に敕有り。［春雪早梅に映ず］ということを賦す。
內宴の後
ごう
朝
ちょう
、右丞相、詩客五六人を招き、［東風梅を粧う］ということを賦す。余れ不才なれども、
此の兩宴に侍
はむべ
り、故に云う（今年内宴有敕。賦春雪映早梅。内宴後朝、右丞相招詩客五六人、賦東風
粧梅。余雖不才、侍此兩宴、故云）」と自注している。連続して、天皇また右丞相の内宴に侍宴でき
ることは、道真にとって喜びであり誇りであった。舞妓は道真にとって、楽しむ対象であるとともに、
それ以上に、宮廷詩人としての生活の不可欠な要素だったのである。
　284「正月十六日、憶宮妓踏歌」に、「此の夜　應に新月の色と同じかるべし、他
た
鄕
きょう
にして　舊
きゅう
年
ねん
の心に似ず。舞いは春の夢にあらず　行きて見ること難し、歌は是昔聞くところ　便
すなわ
ち臥
ふ
しながら吟
ぎん
ず。佳
か
辰
しん
公
こう
宴
えん
の日に屬
あた
る毎に、空
くうくう
空　濕
うるお
い損
そん
す　客
きゃく
衣
い
の襟
えり
（此夜應同新月色、他鄕不似舊年心。舞
非春夢難行見、歌是昔聞便臥吟。毎屬佳辰公宴日、空空濕損客衣襟）」と詠じているように、道真にとっ
て、舞妓の歌舞は、遙かな都と宮廷を想わせる情景であり、舞妓は常に、天皇の側にいる宮廷詩人と
しての自己に伴うものであった。
